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Together with Iwate and its people

三陸復興・地域創生推進機構の
開設にあたって
三陸復興・地域創生推進機構長／
理事（復興・地域創生・男女共同参画担当）・副学長

菅原 悦子

国立大学法人 岩手大学
地域連携推進部
地域創生推進課

〒020-8550
岩手県盛岡市上田 3-18-8
TEL.019-621-6629
FAX.019-621-6999
E-mail.sanriku@iwate-u.ac.jp
平成 28年 7月 20日発行

岩手大学三陸復興・地域創生推進機構レター

http://www.iwate-u.ac.jp/koho/newsletter.shtml　◁岩手大学ホームページからもご覧いただけます。

●三陸復興・地域創生推進機構の目的
　岩手大学では、三陸復興・地域創生推進機構
を核として、再建途上の三陸復興と人口減少化
にある岩手県のまち・ひと・しごと創生を目的
に県内自治体と連携し、岩手発の新たな地方創
生モデル構築に取り組みます。
事業の成果については、新たに設置する地域創
生専攻（平成 29 年度設置予定）に還元し、地
域創生を先導する人材育成を目指していきます。

●三陸復興・地域創生推進機構の特徴
①復興支援活動によって得られた知見や成果のフィードバック
②地（知）の拠点としての教育研究成果や知的資産の地域への普及・還元
③岩手大学が有する知的資産を用いた地域での生涯学習振興
④地域特性を活かした各教育研究部門による専門領域の教育・研究

三
陸
復
興
部
門

●学習支援班　●ボランティア班　●いわて高等教育コンソーシアム連携班
●心のケア班　●被災動物支援班　●地域コミュニティ再建支援班
●ものづくり産業復興推進班　　　●農地復興班　●園芸振興班
●農林畜産業復興総合計画班

釜石サテライト
久慈エクステンションセンター
宮古エクステンションセンター
大船渡エクステンションセンター
釜石ものづくりサテライト

盛岡市産学官連携研究センター

ものづくり技術研究センター
三陸水産研究センター
地域防災研究センター
平泉文化研究センター

スポーツユニオン
アートフォーラム
宮澤賢治センター

地
域
創
生
部
門

地域との連携－県内自治体との共同研究の推進
　　　　　　　岩手県沿岸市町村復興期成同盟会（13市町村）との連携や共同研究員5名（5市）の受入
産学連携－　　県内企業との共同研究促進
                     産学官金連携（リエゾン - Ｉ）
　　　　　　　アイカムス・ラボ等の優れたベンチャーの創出
社会連携－　　地域課題解決プログラムの実施

生
涯
学
習
部
門

生涯学習プログラムの開発－がんちゃんの学び、社会人学び直しプログラム等
社会教育専門職員養成－社会教育主事養成、社会教育関係職員などへの助言
公開講座－岩手大学の特色を生かしたプログラムの提供

ものづくり技術教育研究部門
三 陸 水 産 教 育 研 究 部 門
地 域 防 災 教 育 研 究 部 門
平 泉 文 化 教 育 研 究 部 門

地域創生型人材の育成

●三陸復興・地域創生推進機構組織図

機 

構 

長

実
践
領
域

副
機
構
長

副
機
構
長

教
育
研
究
領
域

教育研究領域の成果を基礎とし、実践領域での取組や課題解決で導かれた知見
を地域創生専攻の教育研究に還元

平成16年から12年間に亘り、大学戦略である地域連携を推進し
てまいりました。
　震災から５年以上が経過した現在、三陸沿岸地域はもちろんのこ
と、岩手県内各地の自治体や企業においても、急速な人口減少や
産業衰退など、いまなお多くの解決すべき課題を抱えています。こ
うした現状を見据えた時に、機構別の活動は非効率で、その成果も
限界があります。そこで全学を挙げてスピーディに成果を生み出す
ために、この度の機構統合を決定致した次第です。
　新たな機構は、持続可能な地域社会づくりへの貢献を柱として、
新しい地域創生モデル構築に関して県内自治体等へ提言する計画も
具体化しつつあります。
　本学では再建途上の三陸の復興と、岩手県の「まち・ひと・しご
との創生」、持続可能な豊かな地域社会つくりに貢献する活動を、
今後とも積極的に推し進める所存です。
地域の皆様には、本機構の趣旨をご理解いただき、なにとぞご協力
とご支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

　平成２８年４月１日、「三陸復興・地域創生推進機構」が新たに発
足しましたので、ご挨拶申し上げます。
　本学は平成１６年度の大学法人化を機に、「岩手の“大地”と“ひと”
と共に」を校是と定め、グローカルな視点をもち、地域を先導する
大学として歩み始めました。
　東日本大震災の発災直後には、「三陸復興推進機構」が設置され
「『岩手の復興と再生に』オール岩大パワーを」スローガンに掲げて、
震災復興支援活動に取り組んでまいりました。
　一方、「地域連携推進機構」は、地（知）の拠点として本学の教
育研究成果や知的資産の地域への普及・還元を図ることを目的に、

三陸復興・地域創生推進機構とは

三陸地域をフィールドとした各種復興支援活動
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スターダスト☆レビューとの集合写真
※岩渕学長（中央手前）

大船渡市災害公営住宅平団地での花壇整備風景 災害公営住宅入居者のコミュニティ支援に
取り組む船戸特任研究員（右）

2016.7.20   Vol .1

　岩手大学は東日本大震災発災後、三陸復興推進機構を立ち上
げ、児童生徒への学習支援、地域コミュニティ再建支援、心の
ケアなど様々な取組を行ってきました。
　本学のこのような取組に対して、「夢伝説」、「今夜だけきっと」、
「木蘭の涙」などのヒット曲で知られる音楽グループ「スターダ
スト☆レビュー」から、10,000,000 円の義援金を「岩手大学イー
ハトーブ基金」にご寄付いただきました。
　スターダスト☆レビューは震災直後から、チャリティーライ
ブやファンの皆さんに義援金を呼びかけて継続的に支援活動を
行っています。
　今回この寄附を受けて、スターダスト☆レビューに感謝状の贈
呈を打診したところ、三陸地域の皆さんに歌声を届けたいとい
う申し出があり、6月 6日に「陸前高田市コミュニティホール」
で「ア・カペラ&アコースティックフリーライブ『一緒に歌い
ませんか』」が、開催されました。

　三陸復興部門地域コミュニティ再建支援班の大船渡市災害公営
住宅でのコミュニティ形成事業の取り組みが一般社団法人全日本
建設技術協会の平成 27年度全建賞を受賞、6月 28日にアルカ
ディア市ヶ谷で表彰式がありました。
　このプロジェクトは、岩手大学、大船渡市、独立行政法人都市
再生機構岩手震災復興支援本部の３機関が連携して取り組んでい
るものです。
　応急仮設住宅から本設の災害公営住宅へ移転した方々からは、
ようやくきれいな住宅へ住めることへの喜びの一方、自立が求め
られる災害公営住宅への移転に対し、不安に思う声も聞こえてき
ました。特に「周りの人と話す機会がほとんど無い」など、住民
間のコミュニティや地域との関わりが薄いことへの不安の声が多
くありました。

　定員 360 名のホールは、陸前高田市や大船渡市など三陸地域
の方々を中心に満員となり、スターダスト☆レビューの陸前高田
市初となるライブへの期待の高さが表れていました。
　ライブが始まるとスターダスト☆レビューの歌と演奏で会場は
暖かい空気に包まれ、その紡ぎ出された音色は来場者一人一人の
心にしみこんでいき、「音楽の持つ力」を感じたライブとなりま
した。
　終了後の記者会見では、岩
渕学長はスターダスト☆レ
ビューとファンの皆さんへの
謝意と音楽のパワーのすごさ
を感じたと述べました。
　またスターダスト☆レ
ビューのボーカル根本要さん
からは、岩手大学への期待と
「防潮堤で海が見えなくなっ
たことが残念ですが、以前よ
りもすてきな町になることを
願っています。」とのエール
を頂きました。
　岩手大学では、今回の寄付
金を活用し、今後も三陸地域
の復興支援活動に取り組んで
参ります。

　そこで岩手大学では、三陸復興部門地域コミュニティ再建支援
班の船戸義和特任研究員が中心となり、主に入居者間のコミュニ
ティ形成、自治組織の形成、集会所の利用促進などの取り組みを
行いました。
　災害公営住宅平（たいら）団地では、最初に入居者同士のコミュ
ニティ形成に注力し、自発的な取り組みを行う中心人物を探しま
した。さらに中心人物の意欲と楽しみを大切にして、仲間を増や
しながら自立した活動が出来るように後押しをしました。その結
果、ガーデニングが趣味の入居者が中心となり、費用も自分たち
で出し合って住民主体で花壇の整備を行いました。花壇整備は今
年も続けられ、現在もコミュニティ形成の重要なツールとなって
います。

表彰式（岩手大学 晴山地域連携推進部長、
大船渡市 西山都市整備部長、

（独）都市再生機構 松本住宅建設チームリーダー）

Topix スターダスト☆レビューから寄附いただきました。

Topix 地域コミュニティ再建支援の取組が全建賞を受賞しました。

スターダスト☆レビューのメンバーに
感謝状を贈呈する岩渕学長

感謝状贈呈後、スターダスト☆レビュー
を代表してボーカルの根本要さん（右端）

から挨拶

Topix

Topix
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生涯学習プログラムの開発
社会教育専門職員養成
公開講座

2016.7.20   Vol .1

　6月 28日から６月 30日までの３日間、東京都中央区銀座に
ある岩手県アンテナショップいわて銀河プラザにて「岩手大学
フェア 2016」を開催しました。
　毎年、岩手大学教職員や学生が商品開発に協力し製品化された
県内企業商品の販売及びＰＲを行うことで、岩手県及び岩手大学
の産学官連携の成果を県外に発信しています。平成 23年度以降
は東日本大震災からの復興支援イベントと位置付け、被災地域企
業の商品も併せて販売しています。
　本年度は、三陸復興・地域創生推進機構に所属する県内５市（盛
岡市、花巻市、八幡平市、久慈市、釜石市）の共同研究員を中心
に、学生等も支えたスタッフが販売と PRを行ってきました。

班名 主な取り組み内容
● 長期休業中の児童への学校施設開放支援　● 小中学生の交流事業

いわて高等教育コンソーシアム連携班 ● 地域リーダー育成プログラムの充実と発展

ボランティア班 ● 学生団体が主体的に行うボランティア活動に対する各種サポート

心のケア班 ● 釜石サテライトにおける心の相談ルームの運営 ● 被災地における心のケアに関する市民講座の開催

被災動物支援班 ● 動物移動診療車による被災動物の診療 ● 被災地の臨床獣医師向け「高度獣医診療セミナー」の開催

地域コミュニティ再建支援班 ● 地域コミュニティの実態調査及び地域コミュニティ再建への計画支援 ● 拡大コミュニティ形成に向けた実態調査及び活動支援

ものづくり産業復興支援班 ● 3D CAD CAM研修の実施・新製品研究会の支援

農地復興班 ● 陸前高田市小友町水田の土壌と用排水の栄養塩濃度の定期観測及び土壌環境のリモートセンシング

園芸振興班 ● 三陸ブランド野菜品目の作型・栽培技術の開発・導入と経営評価による生産支援

農林畜産業復興総合計画班 ● 自然資源を活用した産業振興と地域の活性化 ● 自然保護を基盤とした災害リスクの削減とグリーン復興

生憎の雨模様ではありましたが、多くの方々が来場され、学生ス
タッフの熱心な商品説明に耳を傾けたり、大学が取り組んできた
震災復興支援の紹介パネル展示をご覧いただきました。お客様か
らは「普段はアンテナショップでも購入できない商品があって楽
しい」「岩手大学がたくさんの協力をしていることを初めて知っ
た」とのお言葉を頂きました。開催２日目、３日目には、初日に
購入した食品のリピータとなってご来場下さった方々もいらっ
しゃり、完売御礼となる商品もありました。
　震災から５年が経過し、復興支援を一過性のもので終わらせな
いために、復興に取り組む県内企業や岩手大学の今の姿を、岩手
県に関心のある方々に改めてアピールすることができました。

●学習支援班 ●ボランティア班
●いわて高等教育コンソーシアム連携班
●心のケア班 ●被災動物支援班
●地域コミュニティ再建支援班
●ものづくり産業復興推進班　●農地復興班
●園芸振興班
●農林畜産業復興総合計画班

地域との連携
産学連携
社会連携

釜石サテライト
久慈エクステンションセンター
宮古エクステンションセンター
大船渡エクステンションセンター
釜石ものづくりサテライト

盛岡市産学官連携研究
センター

スポーツユニオン
アートフォーラム
宮澤賢治センター

　三陸復興部門は、三陸地域をフィールドとして、再建途上にあ
る三陸沿岸のまちづくり、ひとづくり、しごとづくりに主体的に取
り組む「実践領域」の一部門です。
　具体的には、❶学習支援班、❷いわて高等教育コンソーシア
ム連携班、❸ボランティア班、❹心のケア班、❺被災動物支援班、
❻地域コミュニティ再建支援班、
❼ものづくり産業復興支援班、
❽農地復興班、❾園芸振興班、
➓農林畜産業復興総合計画班の
10班から構成されています。

Topix いわて銀河プラザにて岩手大学フェア2016を開催しました。

産学官連携で商品化された食品をお客様に
説明する共同研究員

販売しながら、お客様に岩手県の
復興状況を説明しました

販売した商品の一部

ものづくり技術研究センター
三陸水産研究センター
地域防災研究センター
平泉文化研究センター

ものづくり技術教育研究部門
三 陸 水 産 教 育 研 究 部 門
地 域 防 災 教 育 研 究 部 門
平 泉 文 化 教 育 研 究 部 門

●三陸復興・地域創生推進機構組織図
三 復 部 の 介陸 興 門 紹

機 

構 

長

実
践
領
域

地域創生部門

副
機
構
長

副
機
構
長

教
育
研
究
領
域

三陸地域をフィールドとした各種復興支援活動

生涯学習部門

Topix

三陸復興部門
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●エクステンションセンターを引き続きよろしくお願い致します
　平成28年度末までの三陸復興推進機構下と同じく、久慈、宮古、大
船渡に拠点を置き、各担当者も変わりなく活動しています。
　三陸復興推進機構では、主に担当地域における各企業や団体等の連
携ニーズや課題収集とその相談対応等で地域と大学をつなぐコーディ
ネート活動を行い、さらに機構の全 6部門が沿岸各地で取り組んできた
活動の調整や企画を業務としてきました。
　今年度からは、企業や事業者と実施し
てきた共同研究案件の進展や新規開始に
向けた相談と調整を主業務としつつ、地
域連携推進機構との機構統合により、こ
れまでの担当地域外も含めた各機関との
連携・協同の活動を一層強化して参りま
すので、どうぞよろしくお願い致します。

●まだまだあります！久慈地域の魅力紹介
　これまでの三陸復興レターでも久慈地域の魅力や見どころをご紹介
してきましたが、今号では久慈市北隣の洋野町大野地区をご紹介しま
す。こちらは旧大野村時代から「一人一芸の里」を掲げて人づくり作
りと地場振興に取り組んでおり、それらを一箇所に集約して大野の魅
力に触れられる施設「おおのキャンパス」が国道 395号（通称・九戸
街道）沿いにあります。季節毎に様々なイベントが開催される交流拠
点施設でもあります。

　基幹産業である酪農を紹介する模範牧場に、掘り出し物満載の産直
施設、そば打ちや木工・陶芸の体験工房、さらにパークゴルフ場や飲食・
入浴・宿泊施設など、実に18もの施設で構成されています。
　国道 395 号は軽米～久慈間を結ぶ幹線道路で、八戸道軽米 ICに
も接続しており、おおのキャンパスへのアクセスは比較的容易ですの
で、県北への行楽やヘルスツーリズム先としても最適です。
　私のイチオシは、おおのキャンパスを構成する模範牧場の高台にあ
る、ひろのまきば天文台からの眺望です。企業訪問時に通る場所なの
ですが、新緑の晴天時には牧草の鮮やかなグリーンと丘に吹く冷風も
相まって、胸がスッと！する心地良さがあります。北方角には気軽にトレッ
キングできる久慈平岳（標高 706m）があり、ツツジが咲く時季には、
天文台からでも大群落で赤く色付いた山の様子を見ることができます。
　県北へお越しの際は、ぜひおおのキャンパスにお立ち寄りください！ 

連絡先／久慈エクステンションセンター
〒028－8030　岩手県久慈市川崎町 1番 1号　久慈市役所（2階）
【政策推進課内】TEL：090-2953-2519　E-mail：kujiext@iwate-u.ac.jp

 「少年少女のためのバスケットボール」

ムを用意し、バスケットボールを楽しんでもらいます。
●会場／岩手大学第二体育館 ●時間／17:00 ～ 18:00・2日目以降 16:00 ～ 18:00
●対象／小学生 4～ 6年（男女）●募集人数／ 30人
●講習料／ 300円（但し、傷害保険料を含む）

 「地域政策入門 ～まちづくりを考える～」
　本学人文社会科学部では、平成 28年度に法・経済・環境の視点から継続可能な
社会づくりのための課題に取り組み、地域社会に貢献できる人材の育成を目的とす
る地域政策課程を設置しました。本課程は、これまでの法学・経済課程と環境科学
課程の教育を統合し、地域マネジメント、地域創生をキーワードとする教育・研究を
行っていきます。本公開講座は、高校生・一般市民を対象に、新設した地域政策課
程での教育内容の一端を紹介し、広くこの課程を知っていただくことを目的として開
催します。本年度は「まちづくりを考える」をテーマとして、法学（政治学）・経済学・
環境学の 3分野から話題を提供します。
●会場／岩手大学図書館 2階  生涯学習・多目的学習室　●時間／13:00 ～ 16:00
●対象／高校生（主対象）・一般市民　●募集人数／ 50人 ●講習料／無料

 釜石公開講座「地域を支える防災技術・環境技術」
　東日本大震災から5年が経ち、東北地方太平洋沿岸地域のインフラも少しずつ整
備され、新しい道路や防潮堤、生活基盤となるまちが形成されてきています。まち
は新しくなっても震災が教えてくれたことを忘れてはなりません。震災以降、地球温
暖化が原因ともささやかれている異常気象により、多くの自然災害が各地で起こって
います。震災から5年の節目に当たり、自然災害に対する防災意識や自然環境問題
への意識を再確認し、これから起こりうる自然災害に対してどのように対応するかに
ついて、震災以降私たちが行ってきた防災および自然環境保全への取組を紹介し、
地域を支える防災技術と環境技術についてわかりやすく説明 します。
●会場／釜石市教育センター ●時間／13:00 ～ 17:00
●対象／高校生・一般市民　●募集人数／30人 ●講習料／無料

 「哲学者内山節氏を迎えての第11回≪哲学の森≫」
　哲学者　内山　節　氏をお迎えし、森の中でこれからの社会や地域づくりのあ
り方などについて学ぶ場を設けることといたしました。今回は、講演を聞くだけ
ではなく、意見交換の機会を設け、様々に考える場を提供していきたいと思います。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター滝沢演習林
●時間／【土】13:30 ～ 17:00【日】8:30 ～ 12:00
●対象／一般市民（高校生以上） ●募集人数／ 30人 ●講習料／無料

 「牧場体験  子牛の誕生＆トラクタに乗ろう」

　岩手大学御明神牧場にて、牛の分娩観察、農業機械の体験を通じて、農業への
理解を深めてもらいます。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター御明神牧場
●時間／9月 17日（土）13：00 ～ 18（日）13：30
●対象／親子（子は小学生以上）●募集人数／ 10組又は 25名
●講習料／ 1,100 円　（食事代 1,000 円、傷害保険料 100円）

 「フィールドセミナー ～秋の植物観察会～」

　滝沢演習林敷地内で、樹木観察や不伐の森等の散策を通じて秋の森の様子を観
察し、理解を深めてもらいます。  
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター滝沢演習林
●時間／10:00 ～ 12:30 ●対象／一般市民　●募集人数／ 15人●講習料／無料

▼全ての公開講座の問い合わせ先は下記のとおりです
地域連携・COC推進課（土日祝日除く 9:00 ～ 17:00）
TEL:019-621-6492 ／ FAX:019-621-6493 ／ E-mail:renkei@iwate-u.ac.jp

 「岩手大学シニアカレッジ2016」 

　岩手大学シニアカレッジは、岩手大学と岩手県内の自治体や各地域の方々が連
携して実施する滞在型生涯学習プログラムです。大学構内の専用教室での講義や
フィールドワークなどを通じて、受講生同士の交流、地元、学生たちとの出会いの
場ともなります。
　今回のテーマは、『宮沢賢治生誕 120年』です。皆様もよくご存じの賢治さんは、
1896 年（明治 29年）8月 27日、岩手県稗貫郡里川口村（今の花巻市豊沢町）
に生まれ、その生涯の中で詩集『春と修羅』や童話『注文の多い料理店』や『銀
河鉄道の夜』など、数多くの作品を世に残しました。また、賢治さんは、岩手山や
早池峰山などへの登山や地質調査などで県内各地を訪れていて、その地をテーマと
した作品も数多く残されていますし、県内の各地にも作品にちなんだ碑が建てられ
ています。
　シニアカレッジ 2016では、賢治作品にゆかりの地を実際に訪れ、その原風景を
感じていただくとともに改めて賢治作品を現地で味わっていただきたいと思います。
　今回は、特にこれまでとは違った岩手の魅力に触れられ、皆様の向学心をきっと満
足していただけるものと確信しております。「イーハトーヴの学舎　岩手大学キャン
パス」で皆様をお待ちしております。
●会場／岩手大学図書館 2階　生涯学習・多目的学習室
※1泊 2日のフィールドワークがあります（花巻市）
●対象／学習意欲をお持ちの方（年齢制限、入学試験ともありません）
●募集人数／ 30人●講習料／ 70,000 円（1泊 1食込み）

9/7（水）～9/13（火）

詳細はこちら
から

ご覧ください
。

◀

8/20（土）～
8/21（日）

各エクステンションセンター表札の
機構名称を変更しました

まきば展望台は毎週金、土、日の
13時～ 21時に開館

山あいの大野地区なので予想外でしたが、
一帯は三陸ジオパークのジオサイトになっています

7/27（水）～7/29（金）
9/17（土）～
9/18（日）

10/2（日）

7/30（土）

8/6（土）

Report
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学習支援班「唐丹小学校における長期休業期間中の学校開放ボランティア」

卒業生からメッセージ

釜石市教育委員会からメッセージ

TTToooogggggeeeettttthhhhhheeeeerrrrr    wwwithh Iwwwaaaaattttteeee aaaaannnnndddd   iiiiitttttttssssss pppppeeeeeoooooppplllee
岩手大学三陸復興・地域創生推進機構レター

いわての“大地”と
“ひと”と共に

http://www.iwate-u.ac.jp/koho/newsletter.shtml　◁岩手大学ホームページからもご覧いただけます。

　今夏も活動を行い、最終日の8月９日は、岩手大学からは６名が参
加し、筑波大学から来ていた学生とともに、児童がやりたいことを優
先して、一緒に遊びました。活動時間は２時間でしたが、ドッジボール
やバスケットボール、バドミントン、フラフープ等さまざまな遊びを目
一杯楽しみました。今回は教育学部の卒業生も参加し、小学校１年生
の時から見てきて「先生になって来てね」と言葉をかけてもらった児童
と再会を喜び合い、教員になったことの報告と感謝の気持ちを伝えて
いました。
　暑い日でしたが、児童達はそれも吹き飛ばす位、元気に動いていまし
た。子どもたちと触れ合い、「楽しかった」、「冬休みも来て」という児童か
らの言葉に、学生たちもパワーをもらった一日となりました。子どもたち
の夏休みの楽しい思い出の1つになってくれたらと願っています。

ていきて たいでたいでいでいでです。す。す。。す。
最後後に、岩に、岩に、岩、岩大生の大生の大生の大生のののののみなさみなさみなさみなさみなさみなさみなさみなさみなさみなさんへ。んへ。んへ。んへ。んへ。んへ。んへ。。んへ。講義を講義を講義を講義を講義をををををを受ける受ける受ける受ける受ける受ける受ける受ける受ける受

だけででではなくはなくはなくなく、積極、積極、積極積極極極極極的に体的に体的に体的に体的に体的に体的に体的に体的に体体験をし験をし験をし験をし験をし験をし験をし験をしして下さて下さて下さて下さて下さて下ささささい。特い。特い。特い。特い。特い。特い。特い。特い。特
に教員員員を志すを志すを志すを志す方にと方にと方にと方にに っって、って、って、って、って、って、って、って 子ども子ども子ども子ども子ども子ども子どもどももど と接すと接すと接すと接すと接す接すすすする機会る機る機る機会る機会る機会る機会る機会る機会る機会ははははははははは
そうそそそうありうありうありあ ませんませんませんませんん。チャ。チャ。チャ。チャ。チャ。チャ。チャ。チャチャンスだンスだンスだンスだンスだンスだンスンスだだだと思いと思いと思いと思い思いと思いいい参参参加し参加し参加し参加し参加し参加し参加し加しててててててててて
下さい下さいいい。。。

学生学生学生学生学生学生学生生等の等の皆等の皆等の皆等の皆等の皆等の皆の等の皆の さん、さん、さん、さんさんさんさんさん、ん、子ど子ども子子ども子ども子どもども子どもどもももも子 たちのたちのたちのたちのたちのたちのたちのちのののあのパあのパあのパあのパあのあのパあのパパパワフルワフルワフルワフルワフルワフルワフルワフルワ
な言動な言動な言動な言動な言動な言動な言動ななな に驚かに驚かに驚に驚かに驚かに驚か驚に驚か驚かれたかれたかれたれたかれたかれたかれたれたたかれ もしれもしもしれももしれもしれもしれもしれしれしれし ませんませんませんませんませんませんませんんんませ が、引が、引が、引が、引、が、引が、引が、引き出き出き出しき出しき出しき出しき出しきき出しし
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釜石市立唐丹小学校は、東日本大震災で校舎が津波の被害に遭
い、現在は場所を移し、震災から5年を経過した今もプレハブの校舎
で児童たちは学んでいます。新校舎を敷地内に建設中ですが、校庭の
面積も少なく、体育館は隣接する中学校と共用しており、仮設住宅で
生活している児童もいるため、体を動かしたり遊んだりする活動に制
限がかかっています。このような状況から釜石市教育委員会の依頼を
受け、岩手大学では今まで学生達が夏休みや冬休みの長期休業中に
開放された体育館で児童達と遊ぶ活動等に取り組んできました。
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唐丹小学校の校舎と校庭
新校舎を建設中のため重機や工事用の看板が目に入ります。

ドッジボールが大人気

最後は皆最後は皆最後は皆最後は皆最後は皆最後は皆は皆最後はは でピースでピーでピースでピースでピースでピーでピーでピースース
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生涯学習部門「シニアカレッジ」

○そもそも岩手大学シニアカレッジとは ?
　岩手大学と岩手県内の自治体や各地域の方々が連携して実施す
る滞在型生涯学習プログラムです。
「学びたい」という動機があれば、どなたでも参加できます。も
ちろん年齢制限や入学試験もありません。
　大学構内の専用教室での講義やフィールドワークなどを通じ
て、受講生同士の交流、地元、学生たちとの出会いの場ともなり
ます。

○今回のテーマは「宮澤賢治生誕 120年」。
2007 年の開講から 10回目の節目を迎える今回のシニアカレッ
ジは、岩手大学の前身である盛岡高等農林学校の卒業生である
「宮澤賢治」をテーマとしました。くしくも今年は宮澤賢治生誕
120年目にあたる年でもあります。
　今年のカレッジは岩渕学長の「岩手大学が目指すもの」と題し
た講義から始まり、宮澤賢治を題材とした講義はもちろんのこと、
人文社会科学部、教育学部、理工学部、農学部、平泉文化研究セ
ンター、三陸復興地域創生推進機構の教員がそれぞれの専門分野
に関する講義を行い、7日間で計 14の講義が行われました。講
義では、遠野物語の生みの親である佐々木喜善や世界遺産「平泉」、
全国有数の産出額を誇るニワトリに由来する課題研究といった岩
手にゆかりの深い講義だけでなく、ものづくり産業を支える工作
機械（マザーマシン）の最新研究や超高齢化社会を目前に控えて
顕在化してきた高齢者の貧困や社会的孤立といった課題に対して
の生涯学習的視点からの講義など、最先端の研究成果に触れる機
会となりました。また、宮澤賢治の弟である清六さんのお孫さん
にあたる宮澤和樹さんをお招きして「祖父、清六に聞いた兄・賢
治」と題した講演もしていただき、普段では知ることができない
宮澤賢治の別の一面を垣間見ることができました。

　フィールドワークでは、童話「銀河鉄道の夜」の始発駅のモデ
ルとなった東和町にある「土沢駅」や賢治が歩いた峠道「五輪峠」、
賢治が実際宿泊したという人首町にある「菊慶旅館」など「宮澤
賢治作品ゆかりの地」を訪れました。宮澤賢治が生み出した数々
の作品、その起源となる風景を見て歩くことで、賢治の世界に酔
いしれることができました。 

　1週間のシニアカレッジを終え、参加者からは「中身の濃い講
義で満足の 7日間でした」、「今回の宮澤賢治さんの見ていた風
景を追体験できたことは新鮮でした」、「この目で岩手大学と岩手
県内の自然をみることができ大変良い機会だったと喜んでいま
す」などの声をいただきました。

フィールドワークで訪れた五輪峠にある「五輪塔」

シニアカレッジ 10 周年記念ポロシャツを着て集合写真撮影

「岩手大学が目指すもの」と題した講義（岩渕学長）

　9月7日から13日までの7日間「岩手大学シニアカレッジ2016」が開催されました。今年も岩手
県内外から28名のご参加をいただきました。参加者の8割以上は東京よりも西側に在住している方で
遠くは福岡県からもご参加いただきました。
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庭先の泥上げ作業②（久慈市）庭先の泥上げ作業①（久慈市）浄土ヶ浜レストハウスの流木撤去作業（宮古市）

浄土ヶ浜の流木撤去作業（宮古市）

ボランティア状況（平成２８年９月２１日時点）

台風10号被災地へのボランティア活動
　８月３０日から３１日にかけて岩手県を直撃した台風１０号により、河川決壊や土
砂災害など三陸沿岸の各地域では甚大な被害が発生しました。
　岩手大学は、久慈、宮古、大船渡市の各エクステンションセンターと釜石サテ
ライトのコーディネーターが各自治体の支援ニーズを確認し、東日本大震災発災
時に取り組んだボランティアのノウハウを基に、各被災地で９月３日（土）からボ
ランティア活動に取り組んでいます。
　通行止めだった国道、県道が開通するにつれ、市外 ･県外からボランティア
が集まっていますが、山間部での高齢者世帯からのボランティアニーズは多く、
長期的なボランティアが望まれています。
　岩手大学では、「『岩手の復興と再生に』オール岩大パワーを」をスローガンに、
これからも継続してボランティア活動に取り組んでまいります。

自治体名 活動日 主な内容 延べ参加者数
久慈市 9月3日（土）、4日（日）、10日（土）、11日（日）、15日（木）、16日（金）

住宅及び周辺の泥上げ、家屋の
清掃、家財の搬出 288名宮古市 9月3日（土）、4日（日）、10日（土）、11日（日）

岩泉町 9月20日（火）、21日（水）
※このボランティア活動は、音楽グループ「スターダスト☆レビュー」からの寄附をうけて取り組んでいます。

生涯学習プログラムの開発
社会教育専門職員養成
公開講座

●学習支援班　●ボランティア班
●いわて高等教育コンソーシアム連携班
●心のケア班　●被災動物支援班
●地域コミュニティ再建支援班
●ものづくり産業復興推進班　●農地復興班
●園芸振興班
●農林畜産業復興総合計画班

地域との連携
産学連携
社会連携

釜石サテライト
久慈エクステンションセンター
宮古エクステンションセンター
大船渡エクステンションセンター
釜石ものづくりサテライト

盛岡市産学官連携研究
センター

スポーツユニオン
アートフォーラム
宮澤賢治センター

ものづくり技術研究センター
三陸水産研究センター
地域防災研究センター
平泉文化研究センター

ものづくり技術教育研究部門
三 陸 水 産 教 育 研 究 部 門
地 域 防 災 教 育 研 究 部 門
平 泉 文 化 教 育 研 究 部 門

●三陸復興・地域創生推進機構組織図

地 創 部 の 介域 生 門 紹

機 
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三陸地域をフィールドとした各種復興支援活動

生涯学習部門

三陸復興部門

地域創生部門

　地域創生部門は、技術相談、共同研究の申込みなど、地域
の様々な課題の解決を支援する大学の窓口を担っている一部門
です。
　地域創生部門では、専任教員 1名とともに、県内 11市との
相互友好協定を基に、県内 5市（久慈市、八幡平市、盛岡市、
花巻市、釜石市）の市役所の職員が常駐して、地域の企業や
行政の課題を岩手大学とつなぐ活動を進めています。いつでも
気軽にご相談いただければと思います。
　また、岩手銀行、北日本銀行等の金融機関、および岩手県
立大学、岩手医科大学、一関高専、東北農業研究センター、
岩手県工業技術センター、岩手生物工学研究センターなどと連
携し、岩手産学連携推進協議会（リエゾン-I）を運営しています。
リエゾン- Iでは、毎年研究シーズと企業ニーズのマッチングを
行うマッチングフェアを開催し、地域企業と岩手大学の共同研
究の推進を図っています。
　より本格的な共同研究や、事業化のための研究を行う場所が、
理工学部の西端にある盛岡市産学官連携研究センター（コラボ
ミウ）です。コラボミウは盛岡市が岩手大学の敷地内に建設し
た大学発ベンチャー企業等を育成するための施設です。当部門
ではこの施設の管理運営も行っています。現在大学発ベンチャー
企業 4社、県内企業 4社、県外企業 8社が入居しています。

大学や企業の研究のわかりやす
い話を聞くMIU Caf'eというイ
ベントも1、2ヶ月に1回程度開
催していますので、是非ご参加く
ださい。 MIU Caf'e の様子
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「岩手大学フェア 2016」
釜石市関連商品の一部

　「フィールドセミナー
　　－ウォッチングビンゴをしながら親子で楽しむ秋の森－」

　滝沢演習林でウオッチングビンゴをしながら森の樹木、草
木、虫、鳥などを観察するセミナーを開催し、秋の森の様子、
生き物の姿について理解を深めてもらいます。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター
　　　　滝沢演習林
●時間／ 9:30 ～ 12:30
●対象／市民一般・親子
●募集人数／ 20人
●講習料／無料

　「牧場機械体験」

農業機械の運転体験等を通じ、農業への理解を深めてもらい
ます。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター
　　　　御明神総合施設
●時間／8:30 ～ 13:30
●対象／親子（子は小学生以上）
●募集人数／ 10組または 25名
●講習料／ 500円（傷害保険料 100円・昼食代 400円）

▼上記の公開講座の問い合わせ先は下記のとおりです
　地域連携・COC推進課（土日祝日除く 9:00 ～ 17:00）
　TEL:019-621-6492 ／ FAX:019-621-6493
　E-mail: renkei@iwate-u.ac.jp

 「岩手大学三陸復興・
　地域創生推進機構発足記念シンポジウム」 

　岩手大学は東日本大震災以降、被災県にある国立大学として地域の
復興推進・支援の役割を果たすことを使命としてきました。
　第三期中期目標期間においても、復興支援活動の継続などにより
「地域を先導する」大学を目指し、三陸復興事業及び地域連携事業を
長期的に継承する体制として、平成28年4月に「三陸復興・地域創生推
進機構」を設置しました。
この機構は、再建途上の三陸の復興と人口減少化にある岩手県のま
ち・ひと・しごとの創生を目指し、人口減少と産業衰退が予想される岩
手県における地域創生モデルの構築、自治体等への提言などに向けた
連携を進めることにより、地域の持続的発展に貢献することを目的とし
ています。
　「三陸復興・地域創生推進機構」発足に際し、下記のとおり記念シン
ポジウムを開催します。
●日時／平成 28年 11月 25日（金）　14時 30分～ 17時（受付：14時）
●会場／岩手大学復興祈念銀河ホール
●次第：挨拶　岩手大学長　岩渕明
　　　　三陸復興・地域創生推進機構の説明
　　　　　　岩手大学理事・副学長　菅原悦子
　　　　特別講演Ⅰ　文部科学省科学技術・学術政策局
　　　　　　産業連携・地域支援課長　坂本修一氏
　　　　特別講演Ⅱ　遠野市長　本田敏秋氏
　　　　記念祝賀会（会費制）
●対象／一般市民

▼問い合わせ先
　地域創生推進課（土日祝日除く 9:00 ～ 17:00）
　TEL: 019-621-6629/　FAX: 019-621-6999

11/13（日） 11/25（金）

11/23（水・祝日）

岩手大学と釜石市
　岩手大学と釜石市は、平成１３年に相互友好協力協定を結びまし
た。釜石市は、県内自治体として、最初の相互友好協力協定締結自治
体であることから、共同研究員だよりの初回を担当させていただくこ
とになりました。

共同研究員とは
　釜石地域に関わる産学官連携活動や、東日本大震災からの復興
に係る各種協同のコーディネートを行っています。市内の地域・企
業・団体・公的機関を巡り、抱えている諸課題について把握します。
そして、岩手大学の先生や各機関専門家とのマッチングを行い、解
決や共同研究へと結びつける活動を行っています。地域が持つ多
面的な特性がそのまま共同研究員のフィールドとなるため、関わる
分野は農林水産、ものづくり、食品、教育、観光、スポーツ等と多岐
に及びます。 釜石市内の現在の金属製の

避難路の様子
柿の葉すし（さば・さんま）の見本

共同研究員だより 釜石市 釜石市産業振興部企業立地課
　　　　　　　　　　井上 諭宜

一枚の写真から
　写真は、東京都にある岩手県アンテナショップいわて銀河プラザにて６月に開催した「岩手大学フェ
ア２０１６」出品商品の一部です。「甲子柿ドレッシング」や「柿酢サイダー」については、これから旬を迎
える釜石甲子地域特産品である甲子柿の栄養機能成分分析とその加工方法について岩手大学と連
携しています。中央には岩手大学との共同研究で風味を保ったまま賞味期限をのばした生蕎麦製品
「いわて南部地粉そば」があり、釜石湾漁協白浜浦支所女性部の新商品「わかめの芯ちゃん」は釜石
サテライトから販売促進などの支援を受けて開発されました。このように釜石には大学と所縁のある
商品が誕生しています。

これからについて
　先日、水産加工会社と柿生産者の共同開発によるお弁当「釜石
柿の葉すし」が販売開始されました。また、岩手大学から助言・指
導を頂いたことを契機に、船体等に使われるFRP（繊維強化プラス
チック）素材を用いた劣化しにくい津波避難階段の設計・試作の取
り組みも始まります。今後も、釜石市と岩手大学の取り組みに是非
ご注目ください。
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次 回 告 知

三陸復興・地域創生推進機構発足記念シンポジウム開催

がんぷくカフェを開催しています

岩手大学三陸復興・地域創生推進機構レター

いわての“大地”と
“ひと”と共に

http://www.iwate-u.ac.jp/koho/newsletter.shtml　◁岩手大学ホームページからもご覧いただけます。

市長が「『遠野スタイル』によるまちづ市長が「『遠野スタイル』によるまちづ
くり2016」と題して、人口減少のな
か、国や県などに頼らず基礎自治体
として出来ることに挑戦し続ける「遠
野スタイル」の基本理念や個別の事
例紹介、さらに岩手大学への期待が
述べられました。
　坂本産業連携・地域支援課長、本
田遠野市長、岩渕学長の3名による
「地域創生における大学の役割」をテーマとした鼎談では、地域を先
導する人材やリーダー
シップの重要性、地域の
社会システムを変えるイ
ノベーションの必要性、
地域を変革するための
大学の役割について忌
憚のない意見が交わさ
れ、地域創生における
大学の重要性が再認識
されました。

もある」、「これだけずっと見守ってくれて心
強い。故郷を亡くしたという喪失感があった
が、今回参加し、気持ちが軽くなった」などの
感想が聞かれました。
　また学生からは、「東北以外の出身である
が、授業などで折に触れて、先生方が被災
地で取り組んでいる活動が話される。またこ
のような機会があるのは被災地にある大学
ならでは。今後も復興について考えていきた
い」などの意見も出ました。
　第4回目のがんぷくカフェは、震災復興の語りや根浜海岸の再生等
に尽力されている釜石市の旅館「宝来館」の女将である岩﨑昭子氏を
話題提供者としてお招きする予定です。ご興味ある方は是非ご参加下
さい。

　岩手大学では、11月25日に復興岩手大学では、11月25日に復興
祈念銀河ホールを会場に三陸復興・
地域創生推進機構発足記念シンポ
ジウムを開催しました。
　シンポジウムでは岩渕明学長によ
る主催者挨拶の後、三陸復興・地域
創生推進機構長を兼ねる菅原悦子
復興・地域創生担当理事から、岩手
大学の機能強化における震災復興・
地域創生の位置づけ、更に新たに設
置した機構の役割や特徴などの概要説明がありました。
　次いで、文部科学省科学技術・学
術政策局 坂本修一産業連携・地域
支援課長から「文部科学省のイノ
ベーション政策展開の方向性」と題し
た特別講演があり、オープンイノベー
ションに求められる大学の役割や
オープンイノベーション加速に向け
た産学共創モデルの考え方などが紹
介されました。
　また官の立場から、本田敏秋遠野

　岩手大学三陸復興・地
域創生推進機構では、復
興について考える「岩大×
ふっこうカフェ（通称：がん
ぷくカフェ）」を10月から
定期開催しています。
　11月1日に開催した第
2回目のがんぷくカフェで
は、地域コミュニティ再建
支援班の一員として震災直後から、陸前高田市を拠点に活動している
人文社会科学部の五味壮平教授を話題提供者に迎え、「災害後、大学
＆大学生にできることってなんだろう」をテーマに参加者と一緒に復興
について考えました。
　五味教授は話題提供で、これまでの取り組みを紹介すると共に、こ
の活動は、ボランティアや支援というよりも陸前高田市を訪れる度に、
色々な魅力に触れることが出来る「伴奏的主体の取組」であると話され
ました。
　陸前高田市出身の参加者からは、五味教授が震災から今まで継続
して取り組んできた活動に対して謝辞が述べられると共に、「五味教
授が発行したフリーペーパーが地元の方々の安否確認を出来る貴重
な情報源となった。また地元の人々は、外部の人だから話しやすいこと

3
国立大学法人 岩手大学
地域連携推進部
地域創生推進課

〒020-8550
岩手県盛岡市上田 3-18-8
TEL.019-621-6629
FAX.019-621-6999
E-mail.sanriku@iwate-u.ac.jp
平成 28年 12月 26日発行

　がんぷくカフェvol.４
　　日　時／平成29年1月10日（火）18:00～19:00（受付17:30）
　　場　所／盛岡市産学官連携研究センター（コラボＭＩＵ）1階
　　参加費／100円（お茶代）学生は無料
　　申込先／岩手大学地域創生推進課
　　　　　　℡：019-621-6629／MAIL:sanriku@iwate-u.ac.jp

三陸復興・地域創生推進機構の
概要説明を行う菅原理事

本田遠野市長の講演

文部科学省科学技術・学術政策局
坂本産業連携・地域支援課長の講演 岩渕学長（右）、坂本産業連携・地域支援課長（中央）、

本田遠野市長（左）による鼎談

がんぷくカフェ風景 話題提供者の五味教授
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台風10号緊急報告会を開催しました

もみ殻培地セミナーを開催しました

2016.12.26  Vol.3

　8月31日に発生した台風 10号は、気象庁が統計を開始して以8月31日に発生した台風 10号は、気象庁が統計を開始して以
来、初めて東北地方太平洋側に上陸し、県や市町村が管理する道
路や河川などの土木施設が約 2,800カ所で損壊しました。住宅の
被害では全壊が 379棟、半壊が 2,094 棟、一部損壊や床上、床
下浸水を含めると4,000 棟以上が被害に遭いました。
　経済面でも被害総額が約 1,394 億円に達し、東日本大震災をの
ぞくと、岩手県の災害による被害額としては過去最大のものです。
　岩手大学では、台風 10号直後の9月 3日（土）から毎週末、
被害の大きかった久慈市、宮古市、岩泉町にボランティアバスを
17回運行させ、学生中心に延べ411名のボランティアがドロ上げ
や被災家財の運搬などの活動を行いました。
　また、地域防災研究センターでは、久慈市、宮古市、岩泉町に入り、
河川の水害調査、流木被害、土石流及び土砂災害の実態調査に取
り組んでいます。
　台風 10 号から一ヶ月半を経過した
10月 15日にそれまでの調査結果を基
に、一般市民を始め防災関係者、行政
関係者、教育関係者を対象とした台風
10号災害緊急調査報告会を開催しまし
た。
　報告会では、岩渕学長の挨拶後に、
南地域防災研究センター長から東日本

　三陸復興部門園芸振興班では、東日本大震災後、三陸沿岸の夏
の涼しさを生かした園芸産地づくりを目指し、経験の浅い者でも取
り組める園芸作物の導入や栽培技術の提供を行うと共に、ブランド
化と収益性が期待される野菜品目としてクッキングトマトや夏秋どり
イチゴ、ミニカリフラワーに着目し、現地での栽培普及活動を展開
しています。
　特に初心者でも夏秋どりイチゴの栽培に取り組めるように、生も
み殻と土を混合し、これに肥効調節型の肥料と炭を加えたもみ殻培
地と不織布を使った高設栽培装置を開発。この培地や栽培装置が、
県内の農家で冬春どりイチゴやトマト、葉菜類の栽培にも使われる
ようになり、今後もみ殻培地の導入を考えている農業関係者や既に
取り組んでいる農家を対象に、11月 9日にもみ殻培地セミナーを
開催しました。
　セミナーでは、最初に「もみ殻培地」開発者の明治大学農学部
の小沢特任教授から、もみ殻培地の「安価、軽量、簡単」である
という特性、もみ殻培地で生育された水田トマト、キュウリの事例な
どが紹介されました。
　園芸振興班長である農学部・松嶋准教授から、もみ殻培地での
灌水や施肥のタイミングなどについて説明が行われました。
　最後に「もみ殻培地の長所・短所」をテーマに、県内で、もみ殻
培地を使って夏秋どりイチゴやクッキングトマトに取り組んでいる4
名の農業者から、事例報告があり、もみ殻培地の適切な利用方法
について意見交換がなされました。

大震災を踏まえて取り組んできた地域大震災を踏まえて取り組んできた地域
防災の各種活動を紹介すると共に、地
域防災研究センターの各教員から「台
風 10号による岩手県の被害概要及び
岩泉町小本川の水害調査報告」、「台
風 10号による久慈川水系を中心とし
た流木被害」、「台風 10号による土石
流の調査」、「台風 10号により岩泉町
及び宮古市における土砂災害の実態
調査」、「台風 10号による岩泉町の被
害状況と今後の課題」と題した報告を
行いました。
　参加者からは、流木被害や土石流
被害の発生メカニズムに関して熱心な
質問が出されると共に、地域全体で
防災を考える必要や地域における防災
リーダーの育成の必要性などについて
意見交換がなされました。
本学では東日本大震災の支援活動で得た経験を踏まえて、地域防
災研究センターを核とする岩泉支援チームを設置し、台風 10号の
被害の大きかった岩泉町の防災教育やコミュニティ支援に取り組ん
でいきます。

　また、セミナー前には学内の圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃
場で、もみ殻培地高設栽培装置
の見学を行い、参加者からは、も
み殻培地の利用可能期間や肥料
の種類などについて熱心に質問
が出されました。もみ殻培地は、
他の培地に比較し、5分の 1程
度の比重なので、農作業の軽減
化につながると期待されていま
す。

　三陸復興・地域創生推進機構では、今後もこのようなセミナーを
開催し、もみ殻培地や高設栽培技術の普及に努めていきます。

岩渕学長の挨拶

南地域防災研究センター長から
各種取組の報告

地域防災研究センター兼務教員で
ある井良沢農学部教授からの報告

もみ殻培地高設栽培装置を説明する岡田客員教授

もみ殻培地でトマトを
育成している営農者の報告
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ものづくり技術研究センター看板除幕式・特別講演会を開催

三陸復興・地域創生推進機構首都圏向け報告会を開催

2016.12.26  Vol.3

( 株 ) 水沢鋳工所の田村直人氏の特別講演桃野室蘭工業大学名誉教授の基調講演看板除幕式（岩渕学長（左）と
平塚ものづくり技術研究センター長（右））

　ものづくり技術教育研究部門を担うものづくり技術研究センタものづくり技術教育研究部門を担うものづくり技術研究センター
は、12月1日に看板除幕式と特別講演会を開催しました。
　看板除幕式では、冒頭、岩渕学長が今年 4月に工学部附属研究
施設から全学センター化した経緯や今後に対する期待などについて
述べるとともに、平塚ものづくり技術研究センター長と一緒に看板
除幕を行いました。
　新たな看板は、ものづくり技術研究センター内の鋳造技術研究セ
ンターと連携している水沢鋳物工業協同組合が製作したもので、ま
さにものづくり技術研究センターに相応しい看板となりました。
　除幕式後の特別講演会では、工学部の卒業生である室蘭工業大
学の桃野正名誉教授から「鉄の記念日－岩手の鉄文化とたたら製鉄
－」と題した基調講演が行われ、たたら製鉄の歴史や岩手出身で近
代製鉄の父といわれた大島高任について講話いただきました。
　さらに特別講演では、株式会社水沢鋳工所の田村直人氏から、
「“南部鉄器　極め羽釜”の製造秘話」と題して、象印マホービン

　12 月 11 日に水産分
野で連携している東京海
洋大学の品川キャンパス
を会場に「岩手大学の新
たな挑戦－岩手の“大地”
と“ひと”と共に－」と題
した首都圏向け報告会を
開催しました。
　東日本大震災から5年

9ヶ月が経過し、震災の記憶が風化する首都圏において、三陸復興・
地域創生推進機構として復興状況や現在の課題を幅広く紹介する初
めての報告会です。
　当日は、同窓生や三陸地域出身の首都圏在住者、被災地で復興
支援活動に携わった方など多数ご来場頂きました。
　岩渕学長が震災復興・地域創生に向けた取組や次世代を担う人
材の育成の取組などを紹介し、三陸復興・地域創生推進機構長で
ある菅原復興・地域創生担当理事は機構の概略と三陸地域におけ
る今年度の具体的な復興推進活動などを説明しました。
　また学生の取組事例として、「住民のこころに寄り添う」を理念に
掲げ、子どもの遊び場づくりや仮設住宅でのコミュニティ支援に取
り組んでいる「三陸復興サポート学生委員会」と、陸前高田市や大
槌町のお祭りを支援する「地域の祭りを盛り上げ隊」の2団体から
それぞれの活動を発表しました。来場者からは、「参加するお祭りの
起源などを調べれば、より深く地域と関われるのではないか」など、
今後活動する上で有益なアドバイス頂き、学生にとっても良い刺激

株式会社の依頼で製作した高級圧力 IH 炊飯ジャ 「南部鉄器 極株式会社の依頼で製作した高級圧力 IH 炊飯ジャー「南部鉄器 極極
め羽釜」の羽釜（内釜）の完成までの秘話をお話しいただきました。
試行錯誤の末、完成した「南部鉄器 極め羽釜」は、お米が大粒でふっ
くら炊きあがるということで平成 25年度ものづくり日本大賞特別賞
を受賞しています。
　最後に、ものづくり技術研究センターの3センター（金型技術研
究センター、鋳造技術研究センター、生産技術研究センター）と釜
石ものづくりサテライトの取り組みと今後の展望について、それぞれ
のセンター長と班長が報告しました。
　看板除幕式と特別講演会の開催日である12月 1日は安政 4年
(1857)、釜石市に日本で最初の洋式高炉が造られ、初めて火が入
れられた日であり、これを記念して「鉄の記念日」に制定されてい
ます。ものづくり技術研究センターは、地域にとって、ものづくり分
野における灯火となるようなセンターを目指していきます。

となりました。
　最後に地域コミュニティ再建支援
班長を務めている広田教授が高台
移転等に伴う地域の再編問題や災
害公営住宅でのコミュニティ形成、
さらに大槌町における総合的コミュ
ニティ形成支援について具体的な
事例を踏まえた講演を行いました。
　同班の船戸特任研究員からは、
陸前高田市の災害公営住宅で行っ
ている自治会設立支援への取り組
みについて実際現地で撮影した動
画を活用して説明を行いました。
　意見交換の時間では、来場者か
ら、現地の公共交通機関の復旧状
況、台風 10号被災地域における
岩手大学の今後の具体的な活動内
容などの質問や自然豊かな三陸地域の観光資源を活用した観光分
野の提案など多様な御意見を頂き、岩手大学への期待の高さがう
かがわれました。
　会場では学外の方々の意見を今後の活動に広く取り入れるため、
岩手大学三陸復興・地機創生推進機構サポーターの募集も行いまし
た。今後も学外への情報発信を通じて被災地の状況を紹介すると共
に、多様な意見を参考にしながら復興推進動に取り組んでいきます。

三陸復興サポート学生委員会による
取組事例紹介

報告会と同時開催したパネル展

岩手大学の取組を紹介する岩渕学長
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I n f o r m a t i o n

　「かんじきをはいて
　　冬の森を歩こう」
滝沢演習林では、毎年冬の演習林散策と自然の観察「かん
じきをはいて冬の森を歩こう」を開催しています。今回も、
かんじきを履いて冬季の滝沢演習林を散策し、自然観察・
アニマルトラッキングなどを行います。 冬の森林と親し
むことを通して、森林保全に関わる理解の深化を図ります。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス
　　　　教育研究センター滝沢演習林
●時間／ 13：00～ 15：30 ●対象／市民一般　
●募集人数／ 20名　●講習料／無料

　フィールドセミナー
　　　ー春を迎える森をみるー
滝沢演習林で冬越しをすませた森の生き物を観察
し、春を迎える森の様子、生きものの姿について
理解を深めてもらう。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス
　　　　教育研究センター滝沢演習林
●時間／ 9:30 ～ 12:00
●対象／市民一般、親子
●募集人数／ 20名
●講習料／無料

  第６回全国水産系研究者フォーラム ●時間／ 13:30 ～ 17:30
●会場／ホテルメトロポリタンニューウイング盛岡・４階・メトロホール西の間
●対象／研究者、水産関係者、市民一般　●募集人数／ 150名　●参加費／無料多くの自然災害を経験してきた岩手県に全国の水産研究者等が集まり、本

フォーラムを通じて、次世代水産業創生に向けて研究者は何をすべきかを考え、
実践するためのネットワーク形成について議論する。

▼問い合わせ先
　岩手大学 三陸復興支援課　( 釜石サテライト )
TEL:0193-55-5691／ FAX:0193-36-1610／ E-mail:kamaishi@iwate-u.ac.jo

　かんじき体験
　　御明神の山を歩こう！
３月の御明神を、かんじきを履き、散策・観察を
して、かんじきの体験と自然観察を行う。
●会場／農学部附属寒冷フィールドサイエンス
　　　　教育研究センター御明神総合施設
●時間／ 9：00～ 13：30
●対象／一般親子（子は小学生以上）
●募集人数／ 10組または 25名
●講習料／無料（別途保険料 100円、昼食代 400円）

▼上記の公開講座の問い合わせ先は下記のとおりです
　地域連携・COC推進課（土日祝日除く 9:00 ～ 17:00）　　TEL:019-621-6492 ／ FAX:019-621-6493　　E-mail: renkei@iwate-u.ac.jp
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2/19（日）

2/15（水）

公　開　講　座

フォーラム

3/26（日）3/12（日）

　今回は、宮古市観光港湾課にご協力いただき、冬のグルメイベントをご紹介
いたします。夏はもちろんですが、冬も様々なイベントが開催されます。また、
冬期間(11月1日～3月31日)は、浄土ヶ浜への一般車両乗り入れも可能と
なっておりますので、是非、冬の宮古へいらしてください。
　宮古市は人口約55,000人で本州最東端に位置しています。浄土ヶ浜や三王
岩などのジオポイントにも指定されている景勝地があり、夏季には大勢の観光
客が訪れます。
　しかし、あまり知られていないのが宮古市のグルメ。秋にはサンマまつり、冬
には鮭・あわびまつりが開催されます。さらに毎年２月下旬には「毛ガニ祭り」
が行われます。宮古の毛ガニは小ぶりですが身がしまりミソが濃厚で、一番お
いしく食べられるこの時期に開催されています。魚市場で開かれるこのお祭り
は、毛ガニや海産物が安
価で販売される他、毛ガニ
汁のお振舞や毛ガニの一
本釣り、お楽しみ抽選があ
りお客様には毎年喜んで
いただいています。 毛ガニの一本釣り 茹でた宮古産毛がに

宮古エクステンションセンターだより 宮古市 宮古エクステンションセンター
　　特任専門職員　浜田　修

　また、餅まきやダンスショー、歌謡ショーも行われ、厳寒の２月開催ではありまた、餅
ますが大変賑わいのあるお祭りです。
　さらに、魚市場の向いには「道の駅・みなとオアシス　みやこ」こと「シートピ
アなあど」があります。野菜や海産物の産直、宮古の塩を使ったここでしか販
売されていないお菓子もあります。駐車場にある
ファーストフードでは、宮古沖の海洋深層水を使用
した「海のソフトクリーム」が販売されています。ほ
んのり塩味のする淡い水色をしたご当地ソフトク
リームです。宮古市にお越しの際は堪能してみて
はいかがでしょうか。
　また、宮古市は真鱈の水揚げ量日本一を誇りま
す。真鱈は１２月～２月にかけて旬を迎え、市内の
飲食店ではさまざまな工夫を凝らした料理が提供
されています。また、真鱈の白子は「キグ」と呼ばれ
１月～２月に一番おいしくなります。どうぞ、旬の
おいしいものを食べに、宮古におでんせ～。

海洋深層水を使用した
海の恵みソフトクリーム

（ポスター）

生涯学習プログラムの開発
社会教育専門職員養成
公開講座

地域との連携
産学連携
社会連携

釜石サテライト
エクステンションセンター
（久慈 •宮古 •大船渡）
釜石ものづくりサテライト

盛岡市産学官連携研究
センター

スポーツユニオン
アートフォーラム
宮澤賢治センター

ものづくり技術研究センター
三陸水産研究センター
地域防災研究センター
平泉文化研究センター

ものづくり技術教育研究部門
三 陸 水 産 教 育 研 究 部 門
地 域 防 災 教 育 研 究 部 門
平 泉 文 化 教 育 研 究 部 門

●三陸復興・地域創生推進機構組織図

生 学 部 の 介涯 習 門 紹

機 

構 

長

実
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域

副
機
構
長

副
機
構
長

教
育
研
究
領
域

三陸地域をフィールドとした各種復興支援活動

三陸復興部門

地域創生部門

　日本では大人の学びの場として公民館が大きな役割を果たしてきました。特
に、戦後、地域の住民たちが公民館に集まって、身近な生活課題をはじめ社会的
課題を議論し合いながら実践し、日本社会を変えていたのです。このような学び
の場には、専門的職員として社会教育主事が行政と住民の橋渡しの役割を担い
ながら地域住民の学習を支えてきました。
　しかし、日本政府は小泉内閣発足後に「公設民営化」が急速に進行し、2003年
に指定管理者制度を導入しました。当制度を導入する理由の一つとして挙げられ
たのが、“住民のニーズの多様化に「効果的」「効率的」に対応するためには、民間
の事業者のノウハウを広く活用することが有効であること”でした。
　したがって、近年では社会教育施設も余儀なく民間委託が進められ、社会教
育主事の配置も縮小されつつあります。その結果、社会的弱者（高齢者、若者、女
性、外国人など）は、ますます学ぶ機会が閉ざされ、学習者においても格差が広
がっています。
　一方、グローバル化や知識基盤社会に対応できる人材が求められている中、大
学教育が既存の若い学習者を中心とした教育から成人学習者への拡大が期待さ
れている中で、“大学はリカレント教育の場”としての転換が求められています。
　そこで高等教育機関がリカレント教育の場として機能を果たすためには、まず、
地域住民のニーズの把握が欠かせません。また、地域課題に対応できる人材を育
てるためには何に重点を置くべきなのか、真剣に向き合わなければなりません。

　よって生涯学習部門では、上記の課題の可視化を図るとともに、地域人材づく
りのために学社連携の視点から生涯学習事業に取り組んでいきたいと思います。
　なお、生涯学習部門では、研究成果を生かした地域還元を目指しながら、①基
礎研究（地域調査など）、②社会人学び直しプログラムの開発、③社会教育主事
養成、④公開講座、⑤学内・外連携事業などを通して、誰でも、いつでも参加でき
るような地域住民の生涯学習場づくりを目指します。

生涯学習部門
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力
」・
「
学
び
続
け
る
力
」
な
ど
を

身
に
付
け
、
地
域
活
動
や
職
業
生
活
で
役
立
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
振
興

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

公
開
講
座

基
礎
研
究 社
会
教
育

主
事
養
成

社
会
教
育

主
事
養
成

社
会
人
学
び
直
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

社
会
人
学
び
直
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

学
内
・
外

連
携
事
業

生
涯
学
習

部
門

大
学
構
内
の
専
用
教
室
で
の
講
義
や
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
学
び
直
せ
る
と
い
う
楽
し
み
を
提
供

し
、
一
般
の
方
々
に
生
涯
に
わ
た
っ
た
学
習
機
会
の
提

供
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
・
外
に
お
け
る
生
涯
学
習
・

教
育
の
動
向
を
把
握
し
つ
つ
、
成
人
学

習
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
場
づ

く
り
や
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
生
涯

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
把
握
・
分
析
を
と
お
し
た
基
礎

デ
ー
タ
を
構
築
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
本
学
が
実
施

す
る
講
習
会
で
す
。
当
養
成
講
座
で
は
、
社

会
教
育
主
事
と
し
て
の
専
門
的
知
識
・
機
能

習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
（
若
者
、
高
齢
者
、
女
性
、
外
国
人
な
ど
）
や
社
会
人
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し
た
環
境
整
備
と
と
も
に
地
域
の
課
題
に
対
応

で
き
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
差
別
化
さ
れ
た
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

化
を
と
お
し
て
大
学
が
地
域
住
民
や
企
業
に
身
近
な
学
び
の
場
と
し
て
の
機

能
を
強
化
し
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
化
を
図
る
た
め
、「
ス

ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
」・
「
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」・

「
宮
澤
賢
治
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
学
内
組
織
や

自
治
体
と
連
携
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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講義
1､
(学
長岩
渕明
）岩
手大
学が
目指
すも
の

講義
2､
(武
田純
一）
宮澤
賢治
と盛
岡高
等農
林学
校

講義
3､
4(
宮澤
和樹
）宮
澤賢
治生
誕1
20
年記
念事
業

講義
5､
(水
野雅
裕）
機会
をつ
くる
機会
の話

講義
6､
(山
本玲
子）
啄木
の女
性問
題～
その
愛と
苦悩
～

講義
7､8
(浅
沼利
一郎
）賢
治さ
んと
大迫
・早
池峰
「風
の又
三郎
」の
原風
景

講義
9､1
0(中
村良
幸・
佐藤
勝・
佐伯
研二
）賢
治さ
んと
ハー
ムキ
ヤ

講義
11
､(朴
賢淑
）高
齢者
が元
気で
あれ
ば地
域も
元気

講義
12
､(橋
本学
）東
北民
族学
の開
拓者
　佐
々木
喜善

講義
13
､(劉
海宇
）平
泉文
化と
古代
中国

講義
14
､(喜
多一
美）
岩手
県に
おけ
る養
鶏産
業と
ニワ
トリ
研究
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3,地
域防
災に
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た具
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な実
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ど

4,岩
手の
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5,岩
手の
自然

6,環
境問
題
7,農
学

8,食
材、
食文
化
9,工
学

10
,工
学（
簡単
な実
験を
含む
もの
）

11
,芸
術（
一般
的な
芸術
）

12
,芸
術（
岩手
の芸
術）

13
,医
学、
健康

14
,ス
ポー
ツ科
学

15
,ス
ポー
ツ実
技（
歩く
、身
体を
動か
すな
どが
中心
）

16
,最
先端
科学
、技
術

17
,自
分が
取り
組ん
でき
た、
学ん
でき
たこ
とを
相互
に発
表す
る場

18
,そ
の他
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